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生
ま
れ
て
こ
の
方
、
お
よ
そ
文
芸
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
に
は
あ
ま
り
縁
の
な
か
っ
た
小
生
が
、
唯
一
興
味
を
引
い
た
場
面
を
紹
介
し
、
務
め
を
果
た

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
は
、
高
校
の
現
代
国
語
の
授
業
で
の
一
コ
マ
で
す
。
当
時
の
国
語
の
先
生
が
、
ヘ
ル
マ
ン
・
ヘ
ッ
セ
の
「
車
輪
の
下
」
と
い
う
小
説
を
題
材

に
、
生
徒
た
ち
と
読
み
説
く
と
い
う
も
の
で
し
た
。
そ
の
作
品
は
ヘ
ッ
セ
の
自
伝
的
小
説
と
言
わ
れ
て
お
り
、
周
囲
の
期
待
を
一
身
に
背
負
っ
た
主

人
公
、
ハ
ン
ス
・
ギ
ー
ベ
ン
ラ
ー
ト
が
様
々
な
葛
藤
の
末
に
、
不
遇
な
最
期
を
遂
げ
る
ま
で
が
描
か
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
小
説
の
タ
イ
ト
ル
も
気

に
な
っ
た
の
で
す
が
、
少
年
の
揺
れ
動
く
心
情
を
慮
る
に
、
当
時
高
校
生
と
し
て
強
烈
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
受
け
た
こ
と
を
今
で
も
覚
え
て
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
は
、
こ
れ
も
古
文
の
授
業
で
目
に
し
た
平
安
時
代
の
歌
人
で
、
在
原
業
平
の
歌
。
「
世
の
中
に
た
え
て
桜
の
な
か
り
せ
ば
、
春
の
心
は

の
ど
け
か
ら
ま
し
」
で
す
。
現
代
語
訳
で
は
、
「
こ
の
世
の
中
に
、
全
く
桜
と
い
う
も
の
が
な
か
っ
た
ら
、
春
を
過
ご
す
人
の
心
は
ど
ん
な
に
の
ど

か
で
あ
る
こ
と
で
し
ょ
う
」
と
解
さ
れ
て
い
ま
す
。
六
歌
仙
の
一
人
で
も
あ
る
作
者
の
心
情
に
共
感
し
、
年
を
経
る
に
つ
れ
趣
の
あ
る
歌
で
あ
る
と

つ
く
づ
く
感
じ
ら
れ
る
こ
の
頃
で
す
。
そ
ん
な
歌
と
の
出
会
い
も
、
文
学
へ
の
素
養
が
備
わ
っ
て
い
た
な
ら
、
さ
ら
に
多
く
の
作
品
に
巡
り
会
え
た

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。　

　

さ
て
、
『
文
芸
さ
ん
む
』
第
十
五
号
ま
で
の
発
刊
に
至
る
歴
史
を
省
み
る
時
、
文
化
芸
術
へ
の
思
い
を
寄
せ
る
人
た
ち
の
多
く
の
作
品
に
触
れ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
伝
統
が
絶
え
る
こ
と
な
く
紡
が
れ
て
い
く
こ
と
を
切
に
願
う
も
の
で
す
。
改
め
て
、
発
刊
に
携
わ
っ
た
全
て
の
方
々
に
、

深
く
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
、
巻
頭
の
言
葉
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

山
武
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教
育
委
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委
員
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第
十
五
号
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発
刊
に
寄
せ
て



　第
十
五
号
の
発
刊
に
寄
せ
て

　
　
　
　
　
　
山
武
市
教
育
委
員
会
　
教
育
委
員
　
北
田
　
昭
雄

追
憶
の
一
億
二
千
万
光
年
…
東
京
都（
元
井
之
内
）
山
下
　
佳
恵
　
７

細
い
月
の
光
の
よ
う
に
…
…
東
京
都（
元
井
之
内
）
山
下
　
佳
恵
　
８

怒
ら
せ
て
い
る
の
は
…
…
…
…
…
…
…
美
杉
野
　
成
毛
　
せ
つ
　
９

祈
り
―
限
り
な
き
空
に
…
…
…
…
…
…
美
杉
野
　
成
毛
　
せ
つ
　
１０

朝
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
市
原
市（
元
富
口
）
村
上
　
久
江
　
１１

ロ
ー
カ
ル
車
は
走
る
…
…
…
…
市
原
市（
元
富
口
）
村
上
　
久
江
　
１２

ラ
ス
ト
ド
ラ
イ
ブ
…
…
…
…
…
…
…
…
木
　
原
　
武
藤
　
初
夫
　
１３

親
愛
な
る
君
た
ち
へ
贈
る
言
葉
…
…
…
木
　
原
　
武
藤
　
初
夫
　
１４

四
時
偶
成
…
…
…
…
　九
十
九
里
町（
元
市
内
在
勤
）
齊
藤
　
　
功
　
１５

退
職
…
…
…
…
…
…
　九
十
九
里
町（
元
市
内
在
勤
）
齊
藤
　
　
功
　
１６

人
生
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
森
　
　
佐
藤
美
保
子
　
１７

過
去
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
森
　
　
佐
藤
美
保
子
　
１８

鳥
よ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
森
　
　
遠
藤
三
千
代
　
１９

伊
勢
物
語
　
遥
（
そ
の
二
十
五
）
…
…
埴
　
谷
　
大
掛
　
史
子
　
２０

五
合
庵
の
良
寛
…
…
…
…
…
…
…
…
…
埴
　
谷
　
大
掛
　
史
子
　
２２

秋
の
日
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
借
毛
本
郷
　
秋
庭
　
幸
子
　
２５

わ
が
心
の
詩
…
…
…
…
…
横
浜
市（
元
山
武
市
民
）
朝
見
　
文
江
　
２５

新
た
な
る
容
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
本
須
賀
　
今
関
　
恵
子
　
２５

刑
部
岬
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
本
須
賀
　
川
島
　
　
隆
　
２５

免
許
返
納
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
戸
　
田
　
木
内
　
栄
子
　
２６

残
生
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
姫
　
島
　
木
村
　
和
子
　
２６

カ
レ
ー
の
味
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
小
　
松
　
斉
藤
　
利
治
　
２６

邂
逅
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
本
　
柏
　
竹
之
内
幸
子
　
２６

海
色
の
空
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
日
向
台
　
立
川
目
陽
子
　
２７

日
々
の
事
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
富
田
幸
谷
　
平
山
　
美
里
　
２７

ね
む
の
花
咲
く…

…

大
網
白
里
市（
成
東
短
歌
会
）
深
川
　
義
弘
　
２７

河
津
桜
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
大
　
堤
　
藤
代
百
合
子
　
２７

ま
た
初
春
が
来
る
…
…
…
…
…
市
原
市（
元
富
口
）
村
上
　
久
江
　
２８

身
辺
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
津
　
辺
　
安
井
は
る
子
　
２８

無
言
の
叫
び
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
日
向
台
　
山
本
　
陽
子
　
２８

お
ん
ぶ
飛
蝗
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
白
　
幡
　
渡
辺
　
幸
子
　
２８

花
衣
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
成
　
東
　
渡
辺
美
佐
夫
　
２９

追
悼
　
木
内
栄
子
様
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　編
集
委
員
会
　
３０

大
猛
暑
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
富
　
田
　
相
葉
　
正
子
　
３３

式
部
の
実
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
本
須
賀
　
今
関
　
紫
苑
　
３３

蝸
牛
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
森
　
　
石
橋
八
重
子
　
３３

日
々
草
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
木
　
原
　
伊
藤
み
や
子
　
３３

沙
羅
の
花
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
森
　
　
遠
藤
三
千
代
　
３４

春
の
色
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
木
　
原
　
鈴
木
と
し
子
　
３４

蟲
ど
も
雀
ど
も
私
ど
も
…
東
金
市（
山
武
俳
句
会
）
木
村
　
一
夫
　
３４

目
　
次

【
俳
　
句
】

【
詩
】

【
短
　
歌
】



膝
小
僧
…
…
…
…
九
十
九
里
町
（
か
ず
さ
俳
句
会
）
飯
塚
け
い
じ　

３４

初
日
の
出
…
…
…
九
十
九
里
町
（
か
ず
さ
俳
句
会
）
石
橋　

利
子　

３５

辻
地
蔵
…
…
…
…
九
十
九
里
町
（
か
ず
さ
俳
句
会
）
内
山　

輝
子　

３５

初
風
…
…
…
…
…
…
横
芝
光
町
（
か
ず
さ
俳
句
会
）
向
後　
　

寛　

３５

初
神
籤
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
蓮　

沼　

石
橋
ゆ
り
子　

３５

一
号
二
号
…
…
…
…
…
…
…
佐
倉
市（
市
内
在
勤
）
稗
田　

寿
明　

３６

さ
ん
む
緑
風
さ
わ
や
か
…
…
…
…
…
…
下
之
郷　

平
澤
千
恵
子　

３６

門
松
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
小　

松　

斉
藤　

利
治　

３６

私
の
生
活
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
本　

柏　

竹
之
内
幸
子　

３６

青
岬
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
本
須
賀　

川
島　
　

隆　

３７

羽
衣
…
…
…
…
…
埴
谷
（
さ
ん
ぶ
の
森
吟
行
俳
句
会
）
大
掛　

史
子　

３７

白
芙
蓉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
大　

堤　

藤
代
百
合
子　

３７

母
の
小
指
…
…
八
街
市
（
さ
ん
ぶ
の
森
吟
行
俳
句
会
）
浅
野　

重
子　

３７

四
季
歳
々
…
…
八
街
市
（
さ
ん
ぶ
の
森
吟
行
俳
句
会
）
鵜
澤　

正
信　

３８

か
す
か
な
風
…
八
街
市
（
さ
ん
ぶ
の
森
吟
行
俳
句
会
）
﨑
谷　

弘
子　

３８

備
前
壺
…
…
…
八
街
市
（
さ
ん
ぶ
の
森
吟
行
俳
句
会
）
神
保
ミ
ツ
エ　

３８

青
山
椒
…
…
…
八
街
市
（
さ
ん
ぶ
の
森
吟
行
俳
句
会
）
戸
村
真
理
子　

３８

小
さ
き
エ
ン
ゼ
ル

　
　
　
　
　

…
八
街
市
（
さ
ん
ぶ
の
森
吟
行
俳
句
会
）
能
瀬　

五
月　

３９

苔
の
花
…
…
…
八
街
市
（
さ
ん
ぶ
の
森
吟
行
俳
句
会
）
藤
巻　

佳
子　

３９

こ
と
ば
…
…
…
八
街
市
（
さ
ん
ぶ
の
森
吟
行
俳
句
会
）
本
堂　

良
衣　

３９

夏
の
朝
…
…
…
八
街
市
（
さ
ん
ぶ
の
森
吟
行
俳
句
会
）
山
田
由
紀
子　

３９

私
の
俳
句
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
高　

富　

吉
村　

孝
子　

４０

平
和
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
津　

辺　

相
葉　

和
子　

４３

野
菜
作
り
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
木　

原　

伊
藤
み
や
子　

４３

ビ
バ
人
生
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
成　

東　
　
　
　

乙
女　

４３

前
進
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　
森　
　

遠
藤
三
千
代　

４３

ぬ
れ
煎
餅
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
本
須
賀　

川
島　
　

隆　

４４

他
者
の
重
味
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
小　

松　

斉
藤　

利
治　

４４

よ
し
な
し
ご
と
…
…
…
…
…
…
…
…
…
借
毛
本
郷　
　
　
　
　

栄　

４４

ロ
ボ
ッ
ト
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
木　

原　

鈴
木
と
し
子　

４４

微
笑
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
本　

柏　

竹
之
内
幸
子　

４５

無
題
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
津　

辺　

神　
　

蘭
光　

４５

猛
暑
の
日
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
大　

堤　

藤
代
百
合
子　

４５

夏
雲
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
成　

東　
　
　

ま
す
じ　

４５

私
の
川
柳
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
高　

富　

吉
村　

孝
子　

４６

郷
土
山
武
の
源
流
（
玉
の
浦
）
を
辿
る

　
　
　
　
　
　
　

…
…
…
…
…
…
…
…
成　

東　

金
田　

弘
之　

４９

真
の
偉
人
と
は
…
…
…
…
…
…
…
…
…
五
反
田　

竹
内　

克
隆　

５３

知
る
は
人
生
の
楽
し
み
也
（
三
）
…
…
富　

田　

大
高　

栄
一　

５６

「
夢
の
浮
橋
」
ま
で
一
四
年
の
語
り
行
脚

　
　
　

―
京
こ
と
ば
源
氏
女
房
語
り
の
雅
び
な
旅

　
　
　
　
　
　
　

…
…
…
…
…
…
…
…
埴　

谷　

大
掛　

史
子　

６０

臺
名
を
被
り
蝦
夷
地
へ
…
…
…
…
…
…
寺　

崎　

戸
村　

茂
昭　

６３

坂
東
に
お
け
る
藤
原
氏
と
源
氏

　
　
　
　
　

藤
原
鎌
足
か
ら
源
義
経
ま
で

　
　
　
　
　
　
　

…
…
…
…
千
葉
市（
元
下
布
田
）
田
野　

圭
子　

６７

【
評
　
論
】

【
川
　
柳
】



中
西
三
郎
先
生
の
文
藝
活
動
（
六
）

　
　
　
　
　
　
　
　
…
九
十
九
里
町（
元
市
内
在
勤
）
齊
藤　
　

功　

７１

南
京
の
果
て
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
殿　

台　

吉
田　

満
春　

７７

交
錯
の
債
務
履
行
…
…
…
…
…
…
…
…
木　

原　

佐
瀬　
　

智　

８５

男
の
一
生
「
父
の
自
分
史
」
（
つ
づ
き
）

　
　
　
　
　
　
　

…
…
…
…
…
…
…
…
寺　

崎　

今
出
屋
謙
吉　

９３

野
球
に
情
熱
を
燃
や
し
た
母
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　

…
筑
西
市（
元
市
内
在
勤
）
杉
山　

千
昭　

９９

井
月
を
追
っ
て
…
車
中
泊
四
日
の
旅
…　
森　
　

髙
柳　

正
彦　

１０２

さ
ら
ば
ト
リ
フ
ォ
ニ
ー
…
…
…
…
…
…
五
反
田　

竹
内　

克
隆　

１０４

脱
走
し
た
二
人
は
今
…
大
正
生
れ
の
独
り
言

　
　
　
　
　
　
　

…
…
…
…
…
…
…
…
埴　

谷　

平
出　

行
雄　

１０７

三
種
類
の
花
、
ワ
ク
ワ
ク
記
…
…
…
…
姫　

島　

鵜
澤
美
知
子　

１０９

「
ユ
キ
ノ
リ
」
へ
冥
福
を
祈
る
…
…
…
小　

松　

斉
藤　

利
治　

１１３

平
成
の
奥
の
細
道
…
…
…
…
…
…
…
…
成　

東　

渡
辺
美
佐
夫　

１１７

母
へ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　
森　
　

遠
藤
三
千
代　

１２０

日
本
に
つ
い
て
…
…
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